
   

群馬大学における科学研究費助成事業による研究活動の不正行為について（概要） 

１．案件概要 
平成２４年２月２８日に、群馬大学（以下、「大学」という。）大学院保健学研究科

江本正志元教授（平成２９年１０月５日付懲戒解雇）の４編の論文につき捏造、改ざ

んの疑いがあるとの申立書の提出があり、同日にこれを受理し、同年２月２９日に

予備調査委員会を設置して調査を行ったところ、本調査が必要と判断された。 

研究行動規範委員会における本調査の結果、当該元教授が責任著者を務めた上記

４編の論文（うち科学研究費助成事業に関連するのは１編の論文）で改ざんが行わ

れたと認定されるとともに、同元教授は、当該不正行為に関与したとまでは認定さ

れないものの、不正行為があったと認定された研究に係る論文の内容について責任

を負う著者として認定された。 

２．調査経過等 
平成２４年０４月１０日 第１回研究行動規範委員会開催 

            （以降、平成２９年８月７日まで計２３回開催） 

平成２６年０７月１８日 研究行動規範委員会での審議を経て裁定 

平成２６年０８月０５日 第１回不服審査委員会（第２回同年８月１９日却下） 

平成２６年１２月１８日 教育研究評議会開催 

（以降、平成２９年４月２０日まで４回開催） 

平成２８年 ３月２８日 第１回教育研究評議会調査委員会開催 

（以降、平成２９年２月１０日まで４回開催） 

平成２９年 ９月１５日 臨時役員会で調査報告書への不服申立に関する審査結

果（却下）承認、調査報告書提出 

３．調査結果の概要 
【不正行為について】 

江本正志元教授が責任著者を務めた４編の論文（うち科学研究費助成事業に関連

するものは１編の論文）で改ざんが行われた。 

江本正志元教授は、当該不正行為に関与したとまでは認定されなかったものの、

不正行為があったと認定された研究に係る論文の責任者としての注意義務を怠った

こと等により、当該論文の内容について一定の責任を負う著者である。 

 

【研究費の支出について】 

（１）科学研究費助成事業の研究課題について、不正行為があったと認定した全て

の論文（４編）の謝辞に同課題の記載があるものが１課題あった。認定された不

正行為に係る研究データは全て、筆頭著者である江本正志元教授が群馬大学に

着任する前に作成されたものである。当該不正論文４編のうちの１編の論文は、

同課題において、科学研究費補助金が追試実験に用いられていることが確認さ



れ、当該課題の成果であると判断し、さらに、この１編の論文の内容と同課題の

研究内容・成果に科学的・学術的な関連性が直接的に認められると判断した。し

かし、上記不正論文以外の論文・学会発表等も研究成果として同課題の報告書

に記載されていることから、当該課題の研究活動は、研究目的及び研究計画に

基づき、適正に遂行されていると判断した。これ以外の３編の論文は、同課題の

研究内容・成果と当該論文の内容に科学的・学術的な関連性が直接的に認めら

れないと判断した。 

（２）上記（１）の研究課題において、不正行為と直接的に因果関係が認められる不

正行為があったと認定した論文の作成過程における論文投稿料等の支出はなか

った。同課題に係る支出は適正に使用されたことを確認し、不正使用はなかっ

たと判断した。 

〔関連する研究課題〕 

  ＜研究代表者：江本正志元教授＞ 

 ・研究課題名 各種病原微生物感染症における Vα14^+NKT 細胞の役割

解明と医療への応用 

 ・課題番号 17590383 

 ・研究種目 基盤研究(C) 

 ・配分区分 科学研究費補助金 

  配分額 平成１７年度 

平成１８年度 

1,400千円 

2,300千円   

 計 3,700千円 

 ・不正行為と直接的に因果関係が認められる経費の支出 なし 

４．機関による措置 
（１）不正行為があったと認定した論文の取り下げ 

平成２６年７月１８日に取り下げを勧告しているが、取り下げが確認されてい

ないため、平成２９年９月１５日付けで再度取り下げを勧告した。 

 

（２）大学における処分の状況 

江本正志 群馬大学元教授 懲戒解雇（平成２９年１０月５日） 
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